
保存科学研究集会 2017 
「金属製遺物の調査・研究に関する最近の動向」 

 

平成 30 年 3 月 9 日(金) 

奈良文化財研究所 平城宮跡資料館講堂 

 

プログラム 
 
3 月 9 日（金） 

9：30～ 受付開始  

10：00 開会挨拶  

 

 

◆第 1 セッション 

10：10～10：45 「保管・展示時の鉄製遺物の劣化 

                に及ぼす湿度の影響」 

柳田 明進 

(奈良文化財研究所) 

10：50～11：25 「地層処分研究開発における出土遺物の 

                    知見の活用」 

三ツ井 誠一郎 

(日本原子力研究開発機構) 

11：30～12：00 ポスター紹介  

12：00～13：00 昼休み  

13：00～14：00 ポスターセッション  

 

◆第 2 セッション 

14：00～14：35 「金属製遺物における分析からわかること 

       ～原理からデータの解釈まで～」 

渡邊 緩子 

(日鉄住金テクノロジー株式会社) 

14：40～15：15 「金相化学分析と鋳造実験から見える 

    古代中国・殷墟青銅器の鋳造技術」 

飯塚 義之 

（中央研究院地球科学研究所） 

内田 純子 

（中央研究院歴史語言研究所） 

15：20～15：55 「古代青銅鏡金属組織の直接観察と 

                定量分析の試み」 

長柄 毅一 

(富山大学) 

15：55～16：15 休憩  

 

◆総合討議 

16：15～16：50 総合討議・質疑応答  

   

16：50 閉会  
 


